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 それでは、続きまして、次の質問

に移ります。 

 これからの公民館について質問い

たします。 

 先ほど大條議員が話されたことと

かぶるところもありますけど、よろ

しくお願いいたします。 

 中萩公民館と口屋跡記念公民館の

２館がモデル館になって、住民自治

の拠点となることを目指した実証事

業に取り組み、現在も口屋跡記念公

民館では独自の新しい公民館づくり

を推進しています。しかし、これか

らの方向性は、まだ見えません。残

りの公民館も今後の歩むべき道につ

いて不安に感じていると聞きまし

た。私の住んでいる泉川校区では、

昨年５月にまちづくり連合自治会の

生涯学習部会が企画して、西予市の

田之筋地域づくり活動センターに研

修にお伺いいたしました。たしか口

屋跡記念公民館も西予市に地域コミ

ュニティ課の職員と一緒に研修に行

ったと聞いております。私は、この

研修で西予市の現在の活動に多くの

示唆に富んだアイデアをいただいた

ので、本市と比較対照して質問させ

ていただきます。 

 まず、１点目ですが、地域づくり

活動センター。 

 西予市は２年前から全ての公民館

を地域づくり活動センターとして市

長部局の所管に切り替えたそうで

す。その基盤には、これまで10年以

上、小規模多機能自治を推進するた

めに必要な地域の新しいまちづくり

組織をつくるために、交付金制度な

どを活用して、各地域の特性を踏ま

えた入念な準備期間があったと伺っ

ております。公民館という施設を新

しいセンターにするだけではなく、

住民意識を変革し、自分たちの地域

を何とかしてよい地域にしたいとい

うムードを醸成してきた、その結果

として地域づくり活動センターなる

ものが立ち上がったと聞きました。 

 それに比べて、新居浜市の今回の

取組は、地域のムードを醸成するた

めの期間も手間も不足していたので

はないでしょうか。地域コミュニテ

ィ課の職員の方は、西予市の取組か

ら何を感じましたか。西予市の取組

を踏まえて、新居浜市では公民館の

センター化についてどのように考え

ているのか、いつまでにその方向性

を示されるのか、まずこの点につい

てお伺いいたします。 

 ２点目は、人材配置です。 

 住民自治に対する考え方です。 

 西予市の人口は、2060年には現在

の約３分の１になると推計されてい

るそうです。現在、３万4,000人弱

なのが１万2,000人弱になるそうで

す。この人口減少は、地域の存続に

とって大きな課題です。何とかして

人口減少を食い止めるために、庁内

に人口減少対策のためのプロジェク

トチームを立ち上げ、部局の枠を超

えて、地域課題に取り組むための具

体策を打ち出し、地域活動センター

を拠点として、地域づくり組織が当

事者意識を持って行政と協働で取り

組んでいました。その際に、地域住

民と行政をつなげる人材として、係

長、課長補佐級の市職員を配置する

とともに、地域の諸団体の事務局を

担う地域雇いの職員に対する給与を

支給しているとのことでした。 

 新居浜市では、公民館が地域の諸

団体の文書の作成に当たっている公

民館がありますが、西予市のような

人的な補充は行われていないため、

主事や主事補の負担増になっている
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との声も聞かれます。西予市のよう

に、管理職への登竜門として、地域

づくりの最前線を担う経験を積ませ

る人事や地域が雇用して自分たちの

活動を支えてくれる人材を配置する

仕組みができないものでしょうか。

これからの人材配置に当たっての基

本的な考え方をお伺いいたします。 

 ３点目は、公民館版ＳＤＧｓで

す。 

 愛媛県公民館連合会が策定した公

民館版ＳＤＧｓに対して、本市がど

のように関わっているのか、お伺い

いたします。 

 国連が定めたＳＤＧｓをまねし

て、愛媛県公民館連合会では、持続

可能な公民館にするための16の目標

やその下に事業の視点を明示してい

ます。私は、この中にこれからの公

民館を考える上で貴重なアイデアが

たくさん含まれていると感じていま

す。 

 本市の公民館では、この公民館版

ＳＤＧｓをどのように活用してきま

したか。西予市では、この評価指標

を独自に調整して、全センターで分

析し、地域の強みや弱みを踏まえて

活動に有効活用していました。新居

浜市の公民館活動をこのＳＤＧｓの目

標の方向性と比べてみると、かなり

ずれている気がします。このＳＤＧ

ｓの策定に当たっては、新居浜市の

公民館職員も参加したはずなので親

しみもあるのではないでしょうか。

社会教育課が音頭を取って、職員研

修や日常の公民館活動を評価するた

めに活用してみてはいかがと思いま

すが、お考えをお伺いいたします。 

○議長（小野辰夫） 答弁を求めま

す。竹林教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（竹林栄一）

（登壇） これからの公民館につい

てお答えいたします。 

 公民館版ＳＤＧｓについてでござ

います。 

 令和４年度に愛媛県公民館連合会

において策定された公民館版ＳＤＧ

ｓは、公民館をさらに発展させてい

くための16の目標と各目標の達成度

をはかるための５つのチェックポイ

ントから成り立っております。 

 本市におきましても、昨年度の公

民館職員研修会において、公民館版

ＳＤＧｓの策定に関わられました若

松進一氏を講師に迎え、公民館版Ｓ

ＤＧｓの目的について学ぶ研修を実

施し、各公民館の取組に生かしてい

くよう努めております。 

 また、愛媛県教育委員会が主催す

る公民館活動活性化ステップアップ

セミナーや愛媛県公民館研究大会に

おいて、本市の公民館職員が、公民

館版ＳＤＧｓの目標達成に向けた人

づくりや情報発信などに関する取組

の事例発表を行っております。 

 次に、公民館活動を評価するた

めの公民館版ＳＤＧｓの活用につき

ましては、目標や評価を意識するこ

とで、現在の取組の改善につながり

ますことから、各公民館でのさらな

る積極的な活用を促してまいりたい

と考えております。 

○議長（小野辰夫） 長井市民環境

部長。 

○市民環境部長（長井秀旗）（登

壇） 地域づくり活動センターにつ

いてお答えいたします。 

 西予市では、人口減少社会に立ち

向かうことができる持続可能な住民

自治を目指し、令和５年４月に公民

館を一斉に地域づくり活動センター

に移管し、社会教育を推進する場に

加え、支え合い、つなぎの場や地域

づくりの場等の機能や役割を拡充
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し、地域の身近な公共施設として、

人口減少における地域課題に直面す

る地域を現場で支える仕組みを構築

しています。 

 また、公民館のセンター化に併せ

て、公民館分館制度の見直しや支所

配置人員の削減、センターでの業務

拡充を行っており、西予市では、市

町合併の経緯から、従来から公民館

の分館制度が存在していたことや公

民館に支所機能を付与されていたこ

となど、本市と相違するところがあ

りますが、将来にわたって持続可能

な地域基盤を形成し、行政主導によ

る行政サービスだけではなく、行政

と地域の協働の取組による新たなサ

ービスの創出にもチャレンジしてい

く等の西予市の取組につきまして

は、これからの本市公民館の在り方

を検討していく上で大変参考になる

事例であると感じております。 

 西予市では、人的支援及び財的支

援を行いながら、既に27の旧小学校

区で地域づくり組織が発足している

中でのセンター化に取り組んでおり

ます。 

 本市におきましても、教育委員会

とも連携しながら、今後の公民館の

役割、機能、事業展開等、地域住民

の皆様と十分な協議を重ね、検討を

進め、またモデル校区での活動状況

について、中長期的な期間での検証

を行いながら、まずは地域運営組織

の形成について取り組んでいきたい

と考えております。 

 次に、人材配置についてでござい

ます。 

 市職員の配置につきましては、今

後公民館の在り方が定まった時点

で、その円滑な運営に必要な人材に

つきまして人事担当部局と協議して

まいりたいと考えております。 

 また、地域任用職員の配置につき

ましては、地域運営組織の活動を円

滑に進めていく上で、地域の現状を

よく理解する人材の配置は大変有効

であると考えておりますため、地域

の意向も踏まえながら、また市職員

の人員配置も勘案し、その必要性に

ついて判断してまいりたいと考えて

おります。 

○議長（小野辰夫） 篠原茂議員。 

○２１番（篠原茂）（登壇） 地域

運営組織は、宮西校区、中萩校区で

スタートいたしましたが、この３年

間の取組をどのように評価していま

すか。 

 また、これから先はどのような日

程で進むのか、教えてください。 

○議長（小野辰夫） 答弁を求めま

す。長井市民環境部長。 

○市民環境部長（長井秀旗）（登

壇） 篠原議員さんの御質問にお答

えをいたします。 

 モデル校区の成果についてどのよ

うに考えているかという御質問でご

ざいました。 

 これまでの宮西校区ではございま

すけれども、モデル校区の成果とい

たしましては、地域の代表制を持つ

運営組織が設立されたこと、ホーム

ページやお知らせなどの全戸配布に

よる地域への情報発信の強化が図ら

れたこと、部会による事業企画と執

行による地域課題の解決が推進され

ていること、地域の学校との連携の

強化あるいは保護者の事業参画など

が図られていることなどが一定モデ

ル校区の成果として考えておりま

す。 

 今後につきましては、まちづくり

や事業への参加者数の推移あるいは

地域課題への取組の成果、課題の解

決数、参加世代の変化、団体との連
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携状況、ホームページの訪問者やＳ

ＮＳ発信などの情報発信の頻度、自

己財源の取組などにつきまして、地

域の声も参考に、また経過年数によ

る推移も含めて評価を進めていきた

いと考えております。 

 それから、期間の御質問でござい

ました。いつまでにという期限を申

し上げるのは非常に困難ではござい

ますけれども、宮西の成果を確認し

ながら、まずは全校区において地域

運営組織の設立を目指していきたい

というふうに考えております。 

 公民館につきましては、地域の皆

さんの意向も尊重しながら、今後ど

うしていくかも含めて、先ほど申し

上げました機能や運営方法なども含

めて今後検討を進めていきたいとい

うふうに考えております。 

○議長（小野辰夫） 篠原茂議員。 

○２１番（篠原茂）（登壇） 長井

部長は、自治会の加入率のことをお

話しせんかったんですけど、宮西校

区の自治会の加入率は、案外低いで

すよね。でも、自治会の加入率のこ

とは、今からあまり言わなくてもい

いんじゃないかなと私の個人的な考

えでは思っております。泉川校区で

も、自治会加入率が物すごく減って

ますから。自治会の加入率を上げる

ということに力を注ぐことはそう必

要ないんじゃないかと思うたりもし

ます。そして、宮西校区でお話をし

てみますと、やはり災害のときの助

け合い、そのときは自治会に入っと

ろうが、入ってなかろうが、校区の

人が全員このような活動に参加でき

るようなことをしていきたいという

ようなことを話しておりましたけ

ど、なるほどそのほうがいいなとは

感じました。 

 それから、西予市の場合は、市長

部局に地域づくり活動センターを置

いてますけど、新居浜市も市長部局

に移管するつもりでしょうか。 

○議長（小野辰夫） 答弁を求めま

す。長井市民環境部長。 

○市民環境部長（長井秀旗）（登

壇） 篠原議員さんの御質問にお答

えをいたします。 

 公民館を市長部局に移管するのか

どうかというお話でございました。 

 私の部局では、地域運営組織の取

組を行っておりますので、その関連

から答弁をさせていただきたいと思

います。 

 私は、長年取り組んできました地

域主導型の公民館につきましては、

地域主導で地域が主体性を持って

様々な学びや公民館活動を行うこと

を通じて、地域の未来を担う人づく

りを進めてきたものと思っておりま

す。 

 今後の公民館につきましては、地

域の方が集い、そして話し合い、

10年後、20年後を目標に、誰もが孤

立することなく、住みやすい地域づ

くり、まちづくりを進めるため、こ

れまでの公民館の機能や役割を一層

進化させ、地域のネットワークの拠

点にしたいというふうに考えており

ます。地域の人にとって使いやすい

施設となりますように、地域のニー

ズも踏まえまして、市民部局へ移管

するということも選択肢の一つとは

考えておりますけれども、今後地域

の皆様との協議も含めて、庁内全体

で今後の在り方を検討していきたい

というふうに考えております。 

○議長（小野辰夫） 篠原茂議員。 

○２１番（篠原茂）（登壇） よろ

しくお願いいたします。 

 先日の愛媛新聞紙上のお話ですけ

ど、今大條議員さんが藤目先生のお
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話ししたんですけど、藤目先生の内

容を大條議員さんが発表しなかった

から、私が代わりに発表するんです

けど、藤目先生は、組織やそれぞれ

の地域が自立しても、自分たちの頭

で考え、実践しなければ、どんなシ

ステムをつくっても駄目だと言って

います。私も同感です。実践を通じ

て、新しい新居浜を創造していく思

いを伝えまして、次の質問に入りま

す。 

 


